
 

 

【新施設の配置・規模・機能・コンセプト(まとめ)】 

№ 区分 配置・規模・機能 コンセプト 

① 

建物部分 

【配置：東側 規模：1,500㎡】 

・らぽすの市民ホールの代替 

・規模 1,500㎡以上は必要 

・外観を統一する 

・２・３階の市の施設は、災害時には全部出動用宿

泊施設(他市からの職員用) 

・建物を活かす(耐震構造) 

・県と市で共用、共有 

・統一感を持って 

屋外空間 ・草地にしない  

その他 
・旧建物の活用(1階県立図書館 ２・３階市の施

設) 

 

② 

建物部分 

【配置：東側 規模：1,500㎡】 

・福祉の拠点 500㎡と多目的な居場所 1,000㎡ 

・音楽活動など、発表に向けた機能 

・情報資料ストックと活用スペース 

・1,500㎡すべて学習室(300人規模) 

・環境・地域づくりなどの拠点、事務局、資材置場、

クラブ活動部屋 

・美術創作のアトリエ、郷土資料室 

・自然と調和(木造) 

・青少年福祉センター 

・老若男女 

・福祉 

・スポーツ宿泊 

屋外空間 
・ドローンで上空から森をながめられる施設 

・動植物とふれあうことができる施設 

 

その他 

 ・鉄筋コンクリート以外 

・現施設の保全活用策の再

検討を 

③ 

建物部分 

【配置：北東側 規模：500㎡】 

・ネイチャーセンター(明石公園の自然、あそび方

を教えてくれる人) 

・勉強ができるところ 

・古民家、和風 

・変動型、時間帯で変更 

・学び 

・材料は地元で有機弁当 

・CAFE(体験農園のもの) 

屋外空間 

・アーバンスポーツができるスペース 

・体験農園 

・スケートボードができるスペース 

・芝生でゆっくりできる 

・自然をながめられる 

・アクティブに活動 

・自然の中で 

その他 

・筋トレができるスペース(ジム施設) 

・水泳ができるプール 

・地元産の食材を使ったレストラン  

・自然 

 


